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研究成果の概要（和文）：発達障害，家庭的背景，不登校，虐待，貧困など困難を抱える子どもたちにとって
は， 心理的なサポートやストレスマネジメントが日常的に必要であると考えられる。本研究では，英国，米国
における多重感覚発達支援環境の調査事例を踏まえ，地域の学校園や発達支援事業所に在籍する困難を抱える子
どもたちを包摂する多重感覚発達支援環境について，実践者との共同研究を行い，その成果について，学会やシ
ンポジウム，書籍等で公開した。

研究成果の概要（英文）：Children with developmental disabilities, family backgrounds, school 
refusal, abuse, poverty, and other difficulties need daily psychological support and stress 
management. In this research, based on multiple sensory environment survey cases in the United 
Kingdom and the United States, we conducted joint research with practitioners on activities that 
utilize multiple senses, and published the results at academic conferences, symposiums, and books.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究期間中，新型コロナウイルス感染症予防対策の影響を少なからず受けたが，実践者との多感覚を活用した実
践の共同研究を行い，子どもたち本人による所感も得るようにした。子どもたちや保護者，家族間の相互交渉や
エンパワメントが見られた事例もあった。複数県で先進的な実践的研究を行っている実践者を中心として，学校
教員や保護者，本人も活用可能な発達障害のある子どものリラクセーションプログラムや環境設定を書籍化した
ことも本研究での学術的意義、社会的意義といえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
発達障害，家庭的背景，不登校，虐待，貧困など困難を抱える子どもたちにとっては， 心理的なサポ
ートやストレスマネジメントが日常的に必要であると考えられる。子どもたちを包摂する多重感覚発達

支援環境を提案していくことは，地域の学校園，事業所の困難を抱える子どもたちの支援上有用である

と考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究では，英国，米国における多重感覚発達支援環境の調査事例を踏まえ，地域の学校園や発達支援

事業所に在籍する困難を抱える子どもたちを包摂する多重感覚発達支援環境の研究を行う。子どもたち

本人による所感を踏まえ，国内でも実践可能で有効性がある多重感覚発達支援環境を提案し，地域の子

どもたちや保護者のエンパワメントを目指すことを目的とした。 
 
３．研究方法 
（１）資料及び使用器材等の情報収集 
日本国内の多重感覚発達支援環境に関連する資料や器材について情報収集を行う。 
（２）海外の情報の収集 
英国，米国を中心として海外の多重感覚発達支援環境の情報収集を行う。 
（３）国内事業所等における実践等の共同研究 
地域の学校園や発達支援事業所に在籍する困難を抱える子どもたちが参加する多感覚を活用した発達

支援活動について，実践者との共同研究を行う。 
（４）研究発表及び報告書の執筆，シンポジウムの開催 
困難を抱える子どもたちと多感覚を活用した発達支援に関連する内容について，研究発表を行う。困難

を抱える子どもたちが参加する多感覚を活用した発達支援活動について，報告書をまとめる。一般公開

のシンポジウムも開催する。 
 
４．研究成果 
本研究の実施期間中は，新型コロナウイルス感染症対策の影響を少なからず受けたため，上記の研究方

法を踏まえて，各年度毎の研究成果を示すこととする。 
（１）2019年度 
2019年度は，遺伝的および生後環境に起因する発達障害は脳の機能低下や不具合により生じ，貧困や
虐待など子どもを取り巻く様々な要因もまた同様な結果をもたらし，情緒不安や行動異常を引き起こす。

脳弓下器官(SFO)は，中枢神経系を介する情報が統合される部位である。SFO は，グルコース感受，免
疫機能，体液量調節，血圧調節 血漿浸透圧調節，緊張による口渇に関与しており，血圧，睡眠，体温，

求愛行動に関与している正中視索前核(MnPO)と密接な相互連絡を持ち，特に SFO から MnPO に投射
するグルタミン酸(Glu)作動性神経が重要な働きを担っていることを研究分担者を中心にした。 
米国カリフォルニア州において，多重感覚発達支援環境の情報収集を行った。多重感覚環境とヨーロッ

パ発祥のスヌーズレンとは，同一の意味ではないという示唆が研究者から得られた。 
（２）2020年度 



2020年度初頭に，新型コロナウイルス感染症防止のための緊急事態宣言が発出されたため，予定して
いた英国調査については，オンライン等での情報収集に切り替えた。これまで収集してきた知見に加え，

英国では，多感覚を活用する器材，教材が学校園で設置され，’Sensory Room’も設置されている。同時期
に，ヨーロッパ方面の関係団体にも連絡をとり，情報収集を行うことを試みたが，米国での情報収集同

様，多重感覚環境は，屋外における活動も含まれるとの情報を得た。 
緊急事態宣言が解除になっている期間に，地域の事業所で多重感覚環境に係る実践的研究を行ったと

ころ，子どもと保護者間の相互交渉が見られ，コミュニケーションが取りにくいなど子育てに悩んでい

た保護者にとって，発達支援環境の一つとして検討する機会となった。これらの知見について学会発表

した。多重感覚環境と関連して，味覚障害による高塩分摂取は，身体機能に重大な影響をもたらす。外側

結合腕傍核のセロトニン作動性神経が，ナトリウムおよび水分摂取に対し抑制性の作用を持つことを示

唆しており，高い塩分欲求にセロトニン作動性神経の機能異常が関与していることについて，分担研究

者を中心とした研究より考察し学会発表を行った。 
（３）2021年度 
新型コロナウイルス感染症防止の観点での緊急事態宣言や重点措置等の発出に伴い，研究遂行が困難

な時期が多かったが，各種自粛要請が解除になっている期間に，音楽を介した環境設定に関する情報収

集を行った。マット等での遊びを介した文字の習得や支援を受けながらの楽器演奏が楽譜を見ながらの

主体的な演奏につながっていった事例等により，多重感覚環境を用いた発達支援の可能性が示唆された。 

知的障害のある子どものリラクセーションに関連する調査について，内容を整理したが，メディア機器

によるリラクセーションが用いられていることや，好みの感覚を活用することが示唆された。新型コロ

ナウイルス感染症対策として，マスクを日常的に着用している状況下では，口渇といった不快な感覚が

もたらされると考えられる。渇き感覚を生じさせる正中視索前核のノルアドレナリン作動性神経の活動

が，終板脈管器官からのガンマアミノ酪酸作動性神経により抑制されており，血漿浸透圧の上昇でこの

抑制から解放される機構について学会で発表した。 
（４）2022年度 
新型コロナウイルス感染症の影響で，研究期間を 1 年延長した。新型コロナウイルス感染症で，学校
生活に不安がある児童が多重感覚環境の一つとして使用可能なポータブル器材を用いた際の実践的研究

を行い，学会発表を行った。困難を抱える子どもたちが参加する多感覚を活用した発達支援活動につい

て，一般公開のシンポジウムを 2023年 1月にオンラインで開催した。シンポジウムの内容を含め，研究
代表者，研究分担者，連携研究者，研究協力者による知見をまとめ 2023年 3月に報告書を発行した。 
複数県で先進的な実践的研究を行っている実践者を中心として，学校教員や保護者，本人も活用可能な

発達障害のある子どものリラクセーションプログラムを書籍化し，2023年 5月に発刊した。 
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